
令和6年度 次世代グローバルリーダー海外派遣プログラム
キックオフミーティング

参加ホスト
◇ 役員
・尾上 孝雄 理事／副学⻑《国際（研究）》
・⼭本 ベバリー・アン 理事／副学⻑《国際（教育） 》
・深瀬 浩⼀ 理事／副学⻑《グローバル連携》

◇ 共創機構渉外部⾨
・加藤浩介 講師
・⼤原律⼦ 特任学術政策研究員（ファンドレイザー）
・𠮷⽥富⼠江 連携ファンドレイザー

◇ 経営企画オフィス
・⾼野 誠 副オフィス⻑ / シニア・リサーチ・マネージャー
・岡本 徳⼦ リサーチ・マネジャー

◇研究推進部

17:00〜（5分） 開会・尾上理事ご挨拶
17:05 〜（20分）採択者による研究紹介（3〜5分／⼈）
17:25 〜（20分）質疑応答
17:45 〜（5分） 今後の⼿続きについて
17:50 〜（35分）交流会
18:25 閉会・⼭本理事ご挨拶

2024年 7⽉1⽇（⽉）17:00〜18:30
SAKIGAKEクラブスペース（共創イノベーション棟6F）

オンライン
次世代グローバルリーダー
海外派遣プログラム

⼤阪⼤学未来基⾦（研究等⽀援事業基
⾦）へのご寄附を活⽤して実施する⽀援
事業。ポスドクや博⼠課程といった早期
段階にある研究者に海外派遣の機会を提
供し、国際的ネットワークの中で研究経
験を積ませることで、世界の学術研究を
先導しうる研究者を育成する

派遣先所属部局採択者No.

Monash 
University

⼈⽂学研究科
（D2）

成⽥ 玲央奈
【オンライン】１

Cornell 
University

情報科学研究科
（D2）

李 佰昴
(LI Baiang)２

Leiden University 
Medical Center

⽣命機能研科究
（D2）井上 聖３

Princeton
University

⾔語⽂化研究科
（D3）

王 ⽴瑩
(WANG LIYING)４

Yale University⾔語⽂化研究科
（D3）

王 ⽴珺
(WANG LIJUN)５



国際的な連帯を構築する重要性
——ジュディス・バトラーの考察から

⼈⽂学研究科 ⼈⽂学専攻 哲学哲学史
博⼠後期課程２年

成⽥玲央奈



①現在取り組んでいる研究について

【研究テーマ】

さまざまな⽴場にある⼈々が、その差異を保ったまま国際的に連帯し、異議申し⽴てを⾏うこ
とがもつ重要性の考察

【ジュディス・バトラーの重要概念】

・不安定性(precarity)

ある特定の⼈々が、他の⼈々に⽐べて、社会的・経済的な⽀援の外側へと追いやられて苦境に
陥り、差別的な仕⽅で暴⼒や死に晒されるような政治条件

・開かれた連帯

さまざまアイデンティティをもつ⼈々や、異なる⽴場にいる⼈々が共に存在しながらも、⼀つに
統合されないような仕⽅で構築する連帯



②海外派遣における研究活動について

【応募理由】

・国際的な連帯を考察する上で、さまざまな文化的背景を持つ人々との交流が必要だと考えたため

派遣先のオーストラリア・モナシュ⼤学は、移⺠の多い州に位置し、また世界各国からの留
学⽣と共に研究する機会が豊富である

【研究活動の展望】

・理論分析に実践的観点を加え、より実質的な社会問題解消へのアプローチを展開する
・派遣期間中に世界各国の研究者とネットワークを構築し、差別や不平等の解消といった

国際的な協⼒が必要な問題について、共同で研究活動をおこなう



リ バイアン
李 佰昂

情報科学研究科 バイオ情報⼯学専攻 ⼈間情報⼯学講座 博⼠後期課程2年
分野：⼼理物理学，バーチャルリアリティ

遠隔操縦における多視点映像の輝度混合を⽤いた等価的無遅延な能動運動視差提⽰⼿法

能動運動視

対象物 建設機械

操縦者

①視点移動指令

④視点映像が操縦側に伝送

通信遅延

②通信遅延により
視点移動指令

⑤操縦者が通信遅延経
由後の視点映像に応答

③視点応答

遠隔視点

従来の遠隔操縦における視覚提⽰
通信時間遅延のある遠隔操縦システムにおいて，通信を介せ
ず，仮現運動という⼈間の錯視現象を利⽤し，操縦者の動き
に合わせて複数視点からの静⽌画を⽤いて視点間の移動を即
時的に補間します．

⼈が⾝体、脳、空間、時間の制約から解放された社会の実現を⽬指す．



派遣先：Cornell University, Design and Augmented Intelligence Lab
研究課題：VR技術を活⽤した⾼齢者の空間認識と社会的相互作⽤の強化：

健康と⽣活の質向上への影響

本プログラムでの海外派遣について
1. 多様な研究⼿法の採⽤とイノベーション
• 異なる⽂化や学術的背景を持つ研究者との交流を通じて，新しい研究のアイデア

や異なるアプローチを得たい．
• 基礎研究としての学術的貢献だけでなく，社会実装に近い⽴ち位置での応⽤研究

を実践することによって，基礎から応⽤まで幅広い視座を持ちたい．
2. 海外の研究者との⼈的ネットワークの構築
• 他⼤学と共同研究するプロジェクトの機会を獲得し，より広範な研究成果を⽣み

出すことを⽬指す．

世界の学術研究を先導し得る研究者



Nppb/Nppa gene is an important gene in the heart
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Conclusion・Future plan
Adult Heart FailureFetal Life

・The transcriptional mechanism of the Nppa/Nppb gene region forms an enhancer cluster.
・Elucidation of the hierarchical structure within enhancer clusters.
・As animal grows, enhancer switch that changes cardiac homeostatic function from CR7 to CR9.
・Enhancers that regulate transcription in response to pathological conditions.

＜Future Plan＞
・ We will search for heart failure‐responsive transcription factors and cardiac homeostasis transcription factors.
・ Developing gene therapy drugs for heart‐specific heart failure.



令和6年度 次世代グローバルリーダー海外派遣プログラム キックオフミーティング
発表者： 王 立瑩(WANG LIYING) 学籍番号：30A21808 所属： 言語文化研究科言語文化専攻D3

博士論文の研究テーマ： 「木蘭とムーラン：中国と西洋の狭間で」

今回海外派遣の研修テーマ：
木蘭表象の「お決まり」と「例外」 → 中国ナショナリズムの「高揚」と「動揺」
「西洋」という他者に対する中国の捉え方の歴史的変遷

2024 年 7 月 1 日

図①：ナショナリストという木蘭の「お決まり」 図②：木蘭の「例外」



派遣先のプリンストン大学における研究活動の展望（８月～１０月）：
博士論文を大きく発展させる ＋ 学際的視野を培う ＋ 学術的ネットワークを作る

受入教員との個別指導：
・研究相談
・博士論文の作成
・論文投稿

プリンストン高等
研究所によって開
催される講義シ
リーズに参加

図書館で
関連資料
収集

東アジア研究科
の授業・ワーク
ショップ・セミナー
に参加



発表者： 王 立珺 (WANG LIJUN)
所属： 言語文化研究科 言語文化専攻D3
学籍番号：30A21809
派遣先：イエール大学 歴史学研究科（8月～10月）

令和6年度 次世代グローバルリーダー海外派遣プログラム
キックオフミーティング

2024年7月1日(月)

Don DeLillo

博士論文テーマ：
Don DeLillo 小説における東アジア表象のレトリック
研究

派遣先での研究テーマ：
『Zero K』からみるアメリカと東アジアの文化的ダイ
ナミックス



派遣先における研究活動の展望：
博士論文の一章を作成し、レベルの高い学会誌へ投稿する。
海外で研究発表を行ったり、国際的人脈を作ったりする。

受入れ先生から論文・
研究指導を受ける。

イエール大学図書館で
文献調査を行う。

授業・ゼミ・レクチャーな
どに参加する。


